
Ⅰ 栃木県教育行政基本方針 

県教育委員会では、教育をめぐる社会の状況等を踏まえ、本県教育の基本理念である「とちぎに愛情

と誇りをもち 未来を描き ともに切り拓くことのできる 心豊かで たくましい人を育てます」を具

現化するため、以下Ⅰ～Ⅵの基本目標を設定した。 

～全ての教育活動の前提として～ 

 
平成 29年３月 27日に発生した那須雪崩事故により、生徒７名、教員１名の尊い命が失われまし

た。このような痛ましい事故を二度と起こしてはならないという決意の下、学校における全ての教
育活動の安全管理の徹底と安全教育の充実に取り組み、学びの場における安全の確保を図ります。 

 

 
全ての子どもたちが様々なことに積極的に挑戦し、自分の可能性を伸ばしていくためには、自分

の思いや考えを安心して表現できる場、存分に力を発揮できる場が保障されていることや、ニーズ
に応じた適切な指導・支援を受けられることが必要です。そこで、人権尊重の精神を育む教育、多
文化共生に向けた教育を推進するとともに、特別支援教育や日本語指導の充実を図ります。 

～子どもたちにたくましさを育むための具体策として～ 

 
予測困難な時代をたくましく生きていくためには、基礎的な知識・技能に加え、主体的に学び続

ける力が必要となります。また、困難に負けず、時に協働して物事を成し遂げるためには、心の豊
かさも必要です。さらに、体力は人間の活動の源であり、精神面の充実にも大きく関わっています。
そこで、これらをバランスよく育成することを通して、未来を切り拓く力の基礎を育んでいきます。 

 

 
よりよく自己実現を図っていくためには、社会との相互関係を保ちつつ、自分らしい生き方を展

望し、実現していくことが大切です。そこで、学校や家庭、地域など、所属する集団の中で自分の
役割を考え、実践することや、家族や社会の一員としての役割を考えることなどを通して自身の生
き方についての考えを深め、自分の未来を創る力を育んでいきます。 

 
人が夢や志をもつとき、そこには、それまでの認識を新たにするような学びや体験があります。

そこで、学びたいときに学ぶことのできる生涯学習社会の実現を目指すとともに、学ぶ人の世界を
広げ、さらに広げたくなるような学び、新たな夢や目標につながるような体験など、豊かな学び・
体験の機会を提供し、子どもから大人まで、一人一人の夢や志を育んでいきます。 

～各取組を効果的に推進するために～ 

 
教員一人一人が自らの職責、経験及び適性に応じて資質の向上を図り、今日的な課題にも対応し

ていくことができるよう研修の充実を図るとともに、教員が本来担うべき業務に専念できるよう学
校における働き方改革を推進し、学校運営体制の充実を図ります。同時に、学校・家庭・地域の連
携・協働を一層推進し、家庭・地域の教育力の向上を図ります。また、魅力ある学校づくりを推進
するとともに、児童生徒が安全に学校生活を送れるよう、学校施設・設備の整備を進めていきます。 

基本目標Ⅰ 学びの場における安全を確保する 

基本目標Ⅱ 一人一人を大切にし、可能性を伸ばす 

基本目標Ⅲ 未来を切り拓く力の基礎を育む 

基本目標Ⅳ 自分の未来を創る力を育む 

基本目標Ⅴ 豊かな学びを通して夢や志を育む 

基本目標Ⅵ 教育の基盤を整える 

とちぎに愛情と誇りをもち 
未来を描き ともに切り拓くことのできる 
心豊かで たくましい人を育てます 

基本理念 


